
    
杉並区議団HP（2026年第1回杉並区議会定例会報告）2026年4月発行

３月19日に開かれた第１回杉並区議会定例会の本会議において、
岸本聡子区長による４度目の新年度予算が、日本共産党杉並区議団

を含む賛成多数で可決されま
した。（右表参照）
新年度予算は、党区議団が
提案してきた高齢者補聴器購
入費助成の助成額引き上げ
や、介護従事者への区独自補
助の実施、キャッシュレスポ
イント還元事業やプレミアム
商品券事業の実施、防災対策

新年度から、高齢
者の補聴器購入費助
成の上限額が引き上
げられ、利用後５年
を経過すれば再申請

も可能となります。昨年の定例会で、党区議
団は助成額の引き上げを要望。
区は「見直しの検討ポイントの一つ」と答
弁していました。

介護職員の給与は全産業と比べて月平均約８万円低く、人材不
足が深刻化しています。党区議団は、介護従事者への区独自の補
助を繰り返し提案。新年度、都の居住支援特別手当の加算対象外

低所得者等へのエ
アコン購入費助成を
盛り込んだ2026年
度補正予算（第1号）
が賛成多数で可決さ
れました。党区議団
は、気候危機による
酷暑から区民の命を守るために、低所得世帯や生活保護世帯への
エアコン購入費助成を一貫して求めてきました。

杉並区の新たな変化、もっと前へ!!

党区議団の提案が、岸本区政で実現!!

日本共産党杉並区議団
ニュース No.448

岸本区長４度目の新年度予算が賛成多数で可決!!

区民の暮らしや事業を支え、福祉・教育・防災・区民参画を前進させる新年度予算

■『議案第28号 令和８年度杉並区一般会計予算』 に対する賛否
（可決、賛成 26：反対 20）
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・ 【賛否】〇／賛成、×／反対、退／退席、欠／欠席。「維無」は１名が議長の為、賛否は３名のみ表明。
・ 【会派の正式名称】自民／杉並区議会自由民主党、共産／日本共産党杉並区議団、公明／杉並区議会公明党、立憲／立憲民
主党杉並区議団、シ杉／シスターフッド杉並、維無／維新・無所属議員団、無都／無所属・都民ファーストの会、安心／安心・
安全杉並の会、参政／参政党杉並、革新／都政を革新する会、自由／日本自由党杉並、杉わ／杉並わくわく会議、無／無
所属（堀部）、杉ク／区政杉並クラブ、fr ／ far right、国民／杉並区議会国民民主党、杉立／杉並区議会立憲民主党。（2026
年 3月 19日現在）

■ 『議案第37号 令和８年度杉並区一般会計補正予算（第１号）』に対する賛否
（可決、賛成 32：反対 14）
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議長1 〇 〇 〇 × × × 〇 × × × 〇

・ 【賛否】〇／賛成、×／反対、退／退席、欠／欠席。「維無」は１名が議長の為、賛否は３名のみ表明。
・ 【会派の正式名称】自民／杉並区議会自由民主党、共産／日本共産党杉並区議団、公明／杉並区議会公明党、立
憲／立憲民主党杉並区議団、シ杉／シスターフッド杉並、維無／維新・無所属議員団、無都／無所属・都民ファー
ストの会、安心／安心・安全杉並の会、参政／参政党杉並、革新／都政を革新する会、自由／日本自由党杉並、
杉わ／杉並わくわく会議、無／無所属（堀部）、杉ク／区政杉並クラブ、fr ／ far right、国民／杉並区議会国民
民主党、杉立／杉並区議会立憲民主党。（2026年 3月 19日現在）

■ 対象世帯：住民税非課税世帯、住民税均等割
のみ課税世帯、児童扶養手当受給世帯。
■ 対象条件：エアコンが１台もない世帯等
■助成内容：上限10万円（区内販売店購入）
■申請期間：令和８年６月～令和８年９月30日
※ 詳しくは区のHPや広報に掲載されるお知らせを
ご覧ください。

区分 令和７年度まで 令和８年度以降

助　成
限度額

住民税非課税世帯
に属する高齢者 48,300円 72,450円

住民税課税世帯
に属する高齢者 24,200円 36,230円

助成回数 １人につき１回 助成利用後５年後
の再申請可

高齢者補聴器購入費助成
上限額が大幅引き上げ

「ケアする人をケアする」
介護従事者への区独自補助が実現

低所得世帯等にエアコン
購入費助成実施へ

となっている勤続６年以上の介護職員と、すべての介護支援
専門員を対象として、区独自に月１万円及び社会保険料相当
分の補助が開始されます。

介護現場の業務の大変さや低賃金の
ことなど、杉並区が気にかけて、手
だてを取ってくれたことは大きな励み
です。 （区内の介護事業者）

の向上、教員の負担軽減、いじめ対策などが盛り込まれており、岸
本区長のもとで始まった杉並の新たな変化を一層前進させる予算と
なっています。

■新年度から上限額が引き上げ、再申請が可能に

さらにさらに
前進！前進！

さらにさらに
前進！前進！

さらにさらに
前進！前進！

本会議最終日に挨拶をする岸本区長本会議最終日に挨拶をする岸本区長
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くすやま美紀（団長）
☎080-5531-8236
荻窪5-15-19-704

山田耕平（幹事長）
☎090-9973-0941
善福寺2-2-11

富田たく（副幹事長）
☎090-9001-5249
高円寺南3-59-7-301

酒井まさえ
☎090-9325-5676
堀ノ内1-9-7

小池めぐみ
☎090-5516-3284
阿佐谷北1-3-9

和氣みき
☎090-4154-9786
浜田山3-26-27富貴ビル1F

全国的に不登校やいじめなどが深刻化するなか、区は、
昨年９月、子どもの様々な悩みに対応する「子どもの権利
相談・救済窓口」を開設。また、児童生徒は配布されたタ
ブレットからも直接相談が可能に。さらに、学校問題対応
支援係（CEDAR ／シダー）を設置し、これまで440件の
相談に対応するなど、問題の早期解決に向け取り組みを進
めています。

新年度予算では、災害から区民のいのちと暮らしを守る
ための防災・減災の取り組みが拡充されました。

新年度の教育委員会の人員拡充など
● 2025年４月に開設した学校問題対応支援係（CEDAR ／シ
ダー）に専任弁護士を配置。

● 小学校のエデュケーション・アシスタント（担任の補助者）
を40名から62名へ増員し、２名配置校が22校へ。

● 区費スクールカウンセラーを新年度５人増員し、２名配置
学校が36校へ。

● 特別支援学級（学校）介助員、通常学級支援員を合わせて
40名増員し、190名規模へ。

防災・減災対策の新年度の主な取り組み
● 昨年発生した擁壁の崩落事故を受け、安全対策工事費への
助成制度を創設。

● 震災救援所へ組立式トイレを追加配備し計130基へ。
収便袋やエアーマット等、防災備蓄品を拡充。

● 区内唯一の火災危険度５である高円寺北３丁目に
おいて、木造建物の除却費用補助を150万円から
200万円に増額。

●福祉救援所の充実・母子救援所の開設。

小中学校トイレの洋式化
前区政は、小中学校トイレの
洋式化改修に消極的で、洋式化
率は23区中最下位でした。
岸本区長は、2024年度から５
年間で洋式化率100％をめざす
と表明。今年度末には約89％に
到達する見込みです。
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◆ 田中ゆうたろう議員の暴力的行為に対し
「問責決議」を可決
3月18日の予算特別委員会において、田中ゆうたろう議員（日本自
由党杉並）が演台を叩き大声で、「馬鹿な動議や決議を出している暇
があったら子どもたちのことを考えろ」など、議会の品位を損なう発
言を繰り返しました。これを受け議会運営委員会は問責決議案を提出、
３月31日の本会議で賛成多数により可決されました。採決の際、杉並
区議会国民民主党と無所属・都民ファーストの会のあわせて４名が退
席しました。
田中議員は2025年にも同様の行為で懲罰（戒告処分）や警告決議
を受けています。度重なる同議員の暴力的行為や品
位を欠く発言は、区議会の信頼を損なう行為であり、
看過することはできません。
また、今回も議場で党区議団に対して「ポチっこ
ろになった共産党」、「ポチ」と侮辱発言を繰り返し
ました。党区議団は抗議文を送付し、猛省と謝罪、
再発防止を求めています。

問責決議全文
（区議会HP）

教育教 育 教育防 災

教育職員の処遇改善・ジェンダー主流化
岸本区政のもと、ジェンダー主流化の取り組みが全庁的岸本区政のもと、ジェンダー主流化の取り組みが全庁的
にに前進しています。前進しています。

● 職員の「生理休暇」を生理休暇」を取得取得しやすくするため、４月から名称しやすくするため、４月から名称
を「健康管理休暇」に変更。を「健康管理休暇」に変更。

●● 会計年度任用職員の85％が女性。平均報酬額は2022年度 会計年度任用職員の85％が女性。平均報酬額は2022年度
の約323万円から2024年度には約407万円へ引き上げ。再の約323万円から2024年度には約407万円へ引き上げ。再
度任用の上限回数も撤廃。度任用の上限回数も撤廃。

● 管理職選考における指名制の積極的な活用により、女性管
理職の割合は2022年度の18.4％から2025年度には27.5％
へ上昇。

● 生理用ナプキンの無料設置は、区役所や地域区民センター
の７か所から、ゆう杉並や保健センターなど16か所へ拡大。

◆ 自民党による区長批判は的外れ
予算特別委員会において、自民党議員が、岸本区長が衆院選の選挙
応援に公用車を利用していたとする質問を行いました。過去に共産党
が前区長による選挙応援での公用車利用を厳しく批判していたことを
踏まえ、同様の問題であるかのように指摘したものです。
しかし実際には、岸本区長は都庁での公務終了後、自宅ではなく高
円寺駅周辺で公用車を降車したにすぎず、「杉並区長等の庁有車の使用
に関する基準」に違反するものではありま
せん。
一方、田中前区長のケースは、他自治体
の候補者応援のために往復とも公用車を
使用していたものであり、性質は大きく異
なります。両者を同列に論じる今回の指摘
は、的確さを欠くものです。

前区長専用車。
岸本区長は区長専用車を
廃止しています。


